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新庁舎を　 　 に
� 防災力強化へ

点拠

防
災
拠
点
施
設
と
し
て
の

新
庁
舎

　
今
年
4
月
の
熊
本
地
震
で
は
、
市
町
の

庁
舎
が
大
き
な
被
害
を
受
け
、
行
政
機
能

が
失
わ
れ
て
し
ま
い
ま
し
た
。

　
災
害
が
起
こ
っ
た
と
き
、
市
役
所
で
は
災

害
対
策
本
部
と
し
て
の
指
揮
が
求
め
ら
れ
、

復
旧
作
業
や
被
災
者
支
援
に
加
え
、
平
常

業
務
も
継
続
し
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

　
自
然
災
害
の
中
で
も
、
特
に
大
規
模
地

震
の
場
合
は
建
物
が
倒
壊
し
、
市
役
所
庁

舎
へ
出
入
り
で
き
な
く
な
る
こ
と
が
危
惧

さ
れ
ま
す
。
庁
舎
の
中
に
は
市
民
皆
さ
ん

の
情
報
や
地
域
の
細
か
な
情
報
が
デ
ー
タ

や
書
類
で
保
管
さ
れ
て
い
ま
す
が
、
そ
れ

ら
を
持
ち
出
す
こ
と
が
で
き
な
く
な
り
ま

す
。
ま
た
、
警
察
や
消
防
な
ど
関
係
機
関

と
の
連
絡
も
制
約
さ
れ
て
し
ま
い
ま
す
。

　
結
果
、
初
動
期
の
救
助
作
業
や
避
難
所

開
設
に
不
測
の
時
間
を
要
し
、
被
害
状
況

の
把
握
や
支
援
物
資
の
搬
送
に
大
き
な
影

響
が
出
た
り
し
て
、
そ
の
後
の
復
旧
作
業

が
大
幅
に
遅
れ
て
し
ま
い
ま
す
。

　
現
在
の
水
口
庁
舎
本
館
は
、
築
後
50
年

を
経
過
し
て
い
ま
す
。
耐
震
診
断
の
結
果
、

地
震
災
害
時
に
お
い
て
倒
壊
の
危
険
性
が

あ
り
、
災
害
対
策
本
部
と
し
て
の
機
能
を

維
持
す
る
こ
と
は
困
難
と
さ
れ
て
い
ま
す
。

　
災
害
時
に
お
け
る
市
役
所
の
役
割
の
重

要
性
を
考
え
る
と
、
庁
舎
は
高
い
耐
震

性
や
安
全
性
を
確
保
し
、
ラ
イ
フ
ラ
イ
ン

が
途
絶
え
た
場
合
も
防
災
拠
点
と
し
て
機

能
し
続
け
る
建
物
で
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ

ん
。
そ
の
こ
と
か
ら
、
新
し
い
庁
舎
は
免

震
構
造
を
採
用
し
、
電
力
も
自
家
発
電
設

備
な
ど
に
よ
り
、
3
日
間
の
自
立
稼
動
に

耐
え
る
こ
と
が
可
能
と
な
っ
て
い
ま
す
。

学
校
給
食
セ
ン
タ
ー
含
め��

防
災
拠
点
エ
リ
ア
を
形
成

　
平
成
29
年
度
に
は
甲
賀
警
察
署
が
、
平

成
30
年
度
に
は
学
校
給
食
セ
ン
タ
ー
が
市

役
所
に
近
接
し
て
新
設
さ
れ
、
既
存
の
消

防
本
部
、
県
の
出
先
機
関
で
あ
る
甲
賀
土

木
事
務
所
と
と
も
に
、
新
た
な
防
災
拠
点

エ
リ
ア
が
形
成
さ
れ
ま
す
。

　
災
害
時
に
は
、
市
役
所
・
警
察
・
消
防
・

甲
賀
土
木
事
務
所
に
市
民
等
か
ら
様
々
な

情
報
が
寄
せ
ら
れ
ま
す
が
、
そ
れ
ぞ
れ
が

徒
歩
圏
内
に
位
置
す
る
こ
と
で
、
迅
速
な

情
報
の
共
有
化
や
各
組
織
へ
の
伝
達
が
可

能
と
な
り
ま
す
。

　
大
規
模
災
害
時
に
は
、
甲
賀
土
木
事
務

所
や
甲
賀
消
防
本
部
か
ら
、
職
員
が
市
の

災
害
対
策
本
部
に
派
遣
さ
れ
る
こ
と
も
見

据
え
、
市
で
は
庁
舎
整
備
に
併
せ
て
各
関

係
機
関
と
の
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
を
さ
ら
に
具

体
的
に
構
築
す
る
こ
と
と
し
て
い
ま
す
。

　
加
え
て
、
こ
の
防
災
拠
点
エ
リ
ア
に
新

設
予
定
の
学
校
給
食
セ
ン
タ
ー
は
、
1
時

間
当
た
り
3
千
5
百
食
の
炊
飯
機
能
を
備

え
ま
す
。
災
害
時
に
は
食
料
供
給
の
自
立

を
確
保
し
て
、
避
難
者
や
関
係
者
へ
の
非

常
食
の
提
供
を
行
う
と
と
も
に
、
施
設
内

で
の
避
難
ス
ペ
ー
ス
を
開
放
し
て
初
動
体

制
に
備
え
ま
す
。

　
市
で
は
市
役
所
庁
舎
だ
け
に
と
ど
ま
ら

ず
、
隣
接
の
関
係
機
関
と
の
連
携
さ
ら
に

は
ス
ポ
ー
ツ
の
森
の
活
用
も
含
め
た
中
で
、

災
害
に
強
い
拠
点
づ
く
り
に
取
り
組
ん
で

い
き
ま
す
。

　
市
民
皆
さ
ん
の
安
全
で
安
心
な
暮
ら
し

を
守
り
、
有
事
の
際
に
も
迅
速
で
適
切
な

行
動
で
被
害
を
最
小
限
に
く
い
止
め
る
こ

と
は
行
政
の
責
務
で
す
。

　

市
で
は
、
防
災
拠
点
と
し
て
甲
賀
大
原

地
域
市
民
セ
ン
タ
ー
の
建
設
に
着
手
す
る

と
と
も
に
信
楽
地
域
市
民
セ
ン
タ
ー
の
建

築
設
計
に
つ
い
て
も
議
会
に
お
諮
り
し
て
い

ま
す
。
甲
南
庁
舎
も
耐
震
強
化
の
予
定
で

あ
り
、
既
に
耐
震
性
を
有
し
て
い
る
土
山

地
域
市
民
セ
ン
タ
ー
も
含
め
、
こ
う
し
た
防

災
拠
点
と
し
て
の
整
備
は
、
予
想
さ
れ
る

大
規
模
地
震
の
発
生
や
被
害
の
想
定
か
ら
、

市
民
皆
さ
ん
の
生
命
や
財
産
を
守
る
た
め

の
大
切
な
事
業
と
位
置
づ
け
て
い
ま
す
。

　市では、現在、防災拠点施設として市民皆さんの避難スペースを有する新庁舎の建設工事を進めています。
財源としては、平成３１年度までの合併特例として、建設費の３分の２もの国の支援が得られるものです。
　免震構造を有する新庁舎は平成２９年５月に完成する予定で、断層による直下型地震や警戒される南海トラ
フ地震が起きても確実に機能する建物になっています。この整備は、消防や警察など近接する関係機関との
連携協力体制により、被災後７２時間以内に必要な人命救助などの初動対応をより確かなものとするものです。
　４月に発生した熊本地震を教訓に、今、全国で庁舎の耐震性が問われており、防災拠点としての庁舎整備
や防災エリアの形成は喫緊の課題です。緊急性を市民皆さんと共有しながら防災力の強化に取り組みます。

ガソリンスタンド

近江鉄道

郵便局

スーパー

甲賀
市役所

滋賀県甲賀
合同庁舎

（甲賀土木事務所）

滋賀県甲賀
合同庁舎

（甲賀土木事務所）

甲賀広域
行政組合
消防本部

甲賀広域
行政組合
消防本部

甲賀警察署甲賀警察署

学校給食
センター
学校給食
センター

現庁舎

甲賀合同庁舎前

水口税務署前

裁判所前

水口城南

城南

内貴橋北詰

新設
予定地

新庁舎

新設
予定地

 新庁舎を中心とした防災拠点エリア

熊本地震により全壊し、行政機能を失った庁舎

防災拠点施設として整備する庁舎

９月１日は「防災の日」
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早めに「命を守る行動」を
　市内には、浸水や土砂災害危険区域が多く存在し、
大雨や地震に伴って大規模な水害・土砂災害が起きる
可能性があります。市では防災マップの作成・配布等
により防災対策の強
化に努めていますが、
災害から命を守るた
めには市民一人ひと
りの正しい判断と行
動が大切です。

「避難準備情報」に注意
　災害の発生する可能性がある場合、比較的早い段階
で発令されるのが「避難準備情報」です。
　「避難準備情報」は、避難の準備を促し、高齢者や障
がい者など、避難に時間を要する方が避難行動を開始す
る目安となる情報です。「避難勧告」や「避難指示」と同様、
室内の音声放送端末機や市のホームページ、テレビやラ
ジオなどからの情報に十分な注意が必要です。

避難行動は状況に応じて判断
　避難情報が出ていない場合でも、周囲の状況に気を
配り、異変を感じたら速やかに避難をしてください。
　また、すでに浸水が始まっているなど、避難場所へ
移動することが危険な場合には、自宅などの屋内に留
まり、２階に移動することも、避難行動のひとつです。
　状況に応じ、最適な避難行動を判断するためには、
日頃から危険な場所や避難ルートを確認し、災害時の
対応をイメージしておくことが大切です。なお、昨年と
一昨年、浸水区域や土砂災害危険区域などにあった避
難所の見直しを行いましたので、最新情報を確認しま
しょう。市のホームページでもご覧いただけます。

「心肺蘇生法」心得を
　先ほどまで元気にしていたのに、突然、倒れた。心
臓や呼吸が止まっている。
　このような時に命を救えるのは、そばに居合わせた
人が救命処置（心肺蘇生法）を行うことです。それに
より生存率や社会復帰率がとても高くなります。
　甲賀広域行政組合の各消防署・分署ではＡＥＤ（電
気ショック）を使用した心肺蘇生法の普通救命講習会を
行っています。「いざという時」に自信を持って救命処
置ができるよう心
肺蘇生法を身につ
けましょう。
　講習については、
最寄りの消防署・分
署にお問い合わせ
ください。

甲賀市役所　危機管理課	　☎６５-０６６５／ ６３-４６１９
甲賀広域行政組合消防本部　警防課
	 	 	 　☎６３-７９３４／ ６２-３６６６
水口消防署	 	 　☎６３-１１１９／ ６３-７９４１

水口消防署土山分署	 　☎６７-１１９９／ ６７-１７００
甲南消防署	 	 　☎８６-３１１９／ ８６-０７１９
甲南消防署甲賀分署	 　☎８８-７７０１／ ８８-７７０２
信楽消防署	 	 　☎８２-０１１９／ ８２-３９７７

問い合わせ

小
型
ポ
ン
プ
の
部

優
勝　
土
山
方
面
隊

　
◦
指
揮
者　
上う

え

野の　
英え

い
い
ち一

　
◦
1
番
員　
上う

え

野の　
弘ひ

ろ

貴よ
し

　
◦
2
番
員　
北き

た
む
ら村　

将し
ょ
う

輝き

　
◦
3
番
員　
岡お

か

田だ　
正ま

さ

志し

　
◦
要　
員　
大お

お

家や　
常つ

ね

雄お

　
◦
要　
員　
谷た

に

北き
た　
頼よ

り

郁ふ
み

準
優
勝　
水
口
方
面
隊

　
◦
指
揮
者　
廣ひ

ろ

瀬せ　
健け

ん
ぞ
う三

　
◦
1
番
員　
淺あ

さ

野の　
知と

も
な
り生

　
◦
2
番
員　
宮み

や

治じ　
　
悟さ

と
る

　
◦
3
番
員　
野の

だ田　
幸ゆ

き

久ひ
さ

　
◦
要　
員　
田た

中な
か　
絢じ

ゅ
ん
い
ち一

　
◦
要　
員　
谷た

に
ぐ
ち口　
哲て

つ

也や

ポ
ン
プ
車
の
部

第
5
位　
信
楽
方
面
隊

　
◦
指
揮
者　
高た

か
ぐ
い杭　
宏ひ

ろ

基き

　
◦
1
番
員　
大お

お
つ
か塚　

侑ゆ
う

吾ご

　
◦
2
番
員　
高た

か
ぐ
い杭　

佑ゆ
う

樹き

　
◦
3
番
員　
松ま

つ
く
ら倉　

啓け
い

介す
け

　
◦
4
番
員　
奥お

く
し
ま嶋　
力り

き

哉や

　
◦
要　
員　
清し

水み
ず　
一か

ず

志し

　
◦
要　
員　
森も

り
か
わ川　
典の

り
ゆ
き之

第
51
回
滋
賀
県
消
防
操
法
訓
練
大
会

訓
練
重
ね
栄
冠
つ
か
む

小
型
ポ
ン
プ
の
部
・
優
勝
・
準
優
勝

ポ
ン
プ
車
の
部
・
第
５
位
入
賞

　
７
月
31
日
に
滋
賀
県
消
防
学
校
で
開
催
さ
れ
た
第
51
回
滋
賀
県
消
防
操
法
訓
練
大
会
に
、
甲

賀
市
消
防
団
か
ら
水
口
・
土
山
・
信
楽
の
３
方
面
隊
が
出
場
し
ま
し
た
。

　
小
型
ポ
ン
プ
の
部
で
は
土
山
方
面
隊
が
優
勝
・
水
口
方
面
隊
が
準
優
勝
と
上
位
を
独
占
し

た
ほ
か
、
ポ
ン
プ
車
の
部
で
は
信
楽
方
面
隊
が
第
５
位
に
入
賞
し
快
挙
を
成
し
遂
げ
ま
し
た
。

出
場
さ
れ
ま
し
た
選
手
の
方
々
は
次
の
と
お
り
で
す
。

（
敬
称
略
）

危
機
管
理
課　
☎
６
５‐０
６
６
５
／

６
３‐４
６
１
９

問
い
合
わ
せ

迅
速
な
応
援
体
制
を
強
化

～
宇
治
田
原
町
と

�

災
害
時
相
互
応
援
協
定
～

　
京
都
府
宇
治
田
原
町
と
の
「
災
害
時
相

互
応
援
協
定
」
締
結
式
が
８
月
１
日
、
市

役
所
水
口
庁
舎
で
行
わ
れ
ま
し
た
。

　
本
市
は
、
県
内
の
全
市
と
県
市
長
会
災

害
相
互
応
援
協
定
を
結
ん
で
い
ま
す
が
、

県
外
の
自
治
体
と
単
独
で
協
定
を
結
ぶ
の

は
伊
賀
市
に
次
い
で
２
例
目
で
す
。

　
こ
の
協
定
は
、
災
害
発
生
時
に
お
け
る

救
援
物
資
や
資
機
材
の
提
供
、
支
援
職
員

の
派
遣
な
ど
相
互
の
応
援
協
力
を
行
う
も

の
で
す
。
隣
接
す
る
自
治
体
が
協
力
関
係

を
結
ぶ
こ
と
で
お
互
い
に
迅
速
な
対
応
が

で
き
る
効
果
が
期
待
さ
れ
ま
す
。

▲締結式での宇治田原町長（左）と中嶋市長（右）

▲避難訓練の様子

▲AEDを使用した講習会

▲信楽方面隊

▲水口方面隊

土山方面隊優勝旗授与▶

▲土山方面隊

　　　という
時のために
いざ ９月１日は「防災の日」

９月９日は「救急の日」
　９月は、台風や、ゲリラ豪雨が多く発生する時期です。過去にも
土砂災害や、河川の氾濫、家屋への浸水などが数多く発生しています。
　災害発生に備え、いざという時の避難行動や経路、また緊急時に
適切な行動ができるように救急活動についても再確認しましょう。

4平成 28年 9月 1日平成 28年 9月 1日5



社会教育課　生涯学習係　☎８６-８０２１／ ８６-８３８０
問い合わせ

　２０歳の成人式から半世紀、７０
歳を迎えられる皆さんをはじめ、
多くの方々が仲間同士の再会を喜
び、お互いの活躍を励まし合いな
がら、より豊かな人生を過ごすこ
とを確かめ合う機会として「こうか
盛人のつどい」を開催します。
　記念講演には、江戸時代、客を
ひきつけた商売芸を再現する『町かどの藝能』を公
演されている劇団おさだ塾の元代表碧

みどり

川
かわ

萌
あき

子
こ

さんを
講師に迎え、『年輪の智慧を生かして』と題し、ご講
演いただきます。その他、オープニングアトラクショ
ンや市民団体の方々による発表も予定しています。
　皆さんお誘いあわせのうえ、お気軽にご参加ください。
【日時】９月２９日（木）１３時～� �

（１１時３０分～ 作品展や即売会等を行います。）
【場所】あいこうか市民ホール
【主催】「こうか盛人のつどい」実行委員会・甲賀市・

甲賀市教育委員会

　今回は、まちなか会場のアーティスト
招
しょう

聘
へい

企画「信楽物語」を紹介します。
アーティスト招聘企画「信楽物語」

　窯元散策路の各所で全国
で活躍する陶芸家や現代美
術の作家たちがそれぞれの
「信楽物語」をテーマに作
品で表現します。新しい視点
や表現で信楽の魅力を捉え
なおす企画です。
　窯元散策路の風景と現代
アートが織りなす新しい信楽
をお楽しみください。

出展作家

中
なか

村
むら

裕
ゆう

太
た

、荒
あら

川
かわ

朋
とも

子
こ

、大
おお

平
ひら

和
かず

正
まさ

、植
うえ

松
まつ

永
えい

次
じ

、岡
おか

本
もと

光
みつ

博
ひろ

、
桑
くわ

田
た

卓
たく

郎
ろう

、田
た

村
むら

一
はじめ

、石
いし

山
やま

哲
てつ

也
や

、津
つ

守
もり

愛
あい

香
こ

、川
かわ

崎
さき

琢
たく

介
すけ

、�
安
あん

藤
どう

祐
ゆう

輝
き

、田
た

尾
お

晃
あきら

、藤
ふじ

本
もと

秀
ひで

、谷
たに

穹
きゅう

、谷
たに

陶
とう

択
た

、廣
ひろ

川
かわ

みのり

「こうか盛
せ い じ ん

人のつどい」開催 平
成
29
年
度
保
育
園・幼
稚
園・認
定
こ
ど
も
園（
長
時
部
）・家
庭
的
保
育
事
業
所
の

入
園
申
込
受
付
の

ご
案
内

　
平
成
29
年
度
入
園
希
望
者
の
申
込
受
付
が
始
ま
り
ま
す
。

そ
れ
ぞ
れ
に
受
付
期
間
や
入
園
基
準
、
注
意
点
な
ど
が
違
い

ま
す
の
で
、
ご
注
意
く
だ
さ
い
。

【
受
付
期
間
】

　
10
月
3
日（
月
）～
14
日（
金
）�

�
�

（
土・日・祝
日
除
く
）

【
受
付
場
所
】

◦
在
園
児
：
現
在
通
っ
て
い
る
保
育
園
等

（
ま
た
は
第
一
希
望
の
保
育
園
等
）

◦
新
入
園
児
：
第
一
希
望
の
保
育
園
等

（
※
現
在
、未
入
園
の
方
、平
成
28
年
度
待

機
中
の
方
も
対
象
で
す
）

※�

や
む
を
得
な
い
理
由
等
で
保
育
園
で
申
し
込
み

が
で
き
な
い
方
や
通
訳
が
必
要
な
方
の
み
、旧

支
所
の
地
域
市
民
セ
ン
タ
ー
、市
民
窓
口
セ
ン

タ
ー
、こ
ど
も
未
来
課
へ
お
越
し
く
だ
さ
い
。

【
受
付
時
間
】

　
保
育
園
等
の
開
園
時
間
内
の
8
時
30
分

～
18
時

※�

都
合
に
よ
り
、受
付
期
間
中
に
申
し
込
み
が
で

き
な
い
方
は
、次
の
日
程
の
み
甲
南
庁
舎
1
階

会
議
室
で
申
し
込
み
を
受
け
付
け
ま
す
。

●
10
月
9
日（
日
）9
時
～
12
時

●
10
月
10
日（
月・祝
）9
時
～
12
時

●
10
月
14
日（
金
）17
時
15
分
～
20
時

【
入
園
基
準
】

　

保
護
者
が
、家
庭
内
外
で
仕
事
に
つ
い

て
い
る
、あ
る
い
は
、病
気
な
ど
の
理
由
で

児
童
を
家
庭
で
保
育
す
る
こ
と
が
で
き
な

い
な
ど

（
保
護
者・入
園
児
童
と
も
に
甲
賀
市
に
住

民
登
録
を
し
て
い
る
こ
と
が
必
要
で
す
）

【
必
要
書
類
】

　
入
園
申
込
書（
兼
支
給
認
定
申
請
書
）お

よ
び
昼
間
保
育
が
で
き
な
い
証
明
書
な
ど

（
必
要
書
類
は
各
保
育
園
、旧
支
所
の
地
域

市
民
セ
ン
タ
ー
、市
民
窓
口
セ
ン
タ
ー
、各

子
育
て
支
援
セ
ン
タ
ー
に
入
園
案
内
と
と

も
に
備
え
付
け
て
い
ま
す
。）

※年齢は平成29年4月1日現在です。

※�定員が◎印の園は、幼保一元化園です。定員人数については【公立幼稚園
入園申込受付】の項を参照してください。

【
受
付
期
間
】

　
9
月
14
日（
水
）～
16
日（
金
）

【
受
付
場
所
】入
園
希
望
の
幼
稚
園

【
受
付
時
間
】8
時
30
分
～
17
時
15
分

※�

都
合
に
よ
り
受
付
期
間
中
に
申
し
込
み
が
で
き

な
い
場
合
は
、こ
ど
も
未
来
課（
甲
南
庁
舎
2

階
）で
9
月
20
日（
火
）か
ら
23
日（
金
）8
時
30

分
～
17
時
15
分（
祝
日
除
く
）に
お
申
し
込
み

く
だ
さ
い
。

【
必
要
書
類
】

　
入
園
願
書（
入
園
願
書
は
各
幼
稚
園
、旧

支
所
の
地
域
市
民
セ
ン
タ
ー
、市
民
窓
口
セ

ン
タ
ー
、各
子
育
て
支
援
セ
ン
タ
ー
に
入
園

案
内
と
と
も
に
備
え
付
け
て
い
ま
す
。）

【
注
意
事
項
】

※
保
護
者・入
園
児
童
と
も
に
甲
賀
市
に
住
民
登

録
を
し
て
い
る
こ
と
が
必
要
で
す
。

※
平
成
28
年
度
在
園
児
に
つ
い
て
は
、「
在
園
願

書
」を
各
幼
稚
園
を
通
じ
て
配
布
し
ま
す
。

※
平
成
28
年
度
に
申
し
込
み
を
さ
れ
て
い
て
待
機

し
て
い
た
だ
い
て
い
る
児
童
も
平
成
29
年
度
に

つ
い
て
は
、再
度
申
し
込
み
が
必
要
で
す
。

※
申
し
込
み
多
数
の
場
合
は
、抽
選
と
な
り
ま
す
。

　
（
抽
選
を
行
う
場
合
、抽
選
日
は
11
月
8
日

（
火
）の
予
定
で
す
。抽
選
対
象
者
に
は
、10

月
28
日
付
け
で
抽
選
の
お
知
ら
せ
を
郵
送
し

ま
す
。）

園名 年齢 定員（人）

伴谷幼稚園 ３歳～５歳 160

土山幼稚園
（土山にこにこ園）

３歳～５歳 ◎

大原幼稚園
（大原にこにこ園）

３歳～５歳 ◎

油日幼稚園
（油日にこにこ園）

３歳～５歳 ◎

信楽幼稚園
（信楽にこにこ園）

３歳～５歳 ◎

※年齢は平成29年4月1日現在です。

園名 水口幼稚園 甲南幼稚園 貴生川認定
こども園（短時部）

年齢 ３歳～５歳 ３歳～５歳 ３歳～５歳

定員
（募集定員）

満3歳児（2歳児）
　　　　   10名
3歳児
　　　　　30名
４歳児・５歳児
　　　　 若干名

満3歳児（2歳児）
　　　　要相談
3歳児
　　  70名程度
４歳児・５歳児
　　　　若干名

満3歳児（2歳児）
　　　若干名

3歳児
　　　　　 40名
４歳児　　    30名
５歳児　　    30名

願書配布 配布中 配布中 配布中

願書受付
9月12日（月）
9時30分～
※先着順

受付中
※先着順

受付中
※先着順

願書受付場所・
問い合わせ先

水口幼稚園
 ☎ 62-0329
 62-0334

水口町城東3-21

甲南幼稚園
☎86-8088
甲南町野田604

貴生川認定こども園
☎ 62-8188

水口町三大寺2100

※私立幼稚園についてのお問い合わせは各園へお願いします。
※�水口幼稚園の願書は幼稚園のほか、市役所、子育て支援センターにも置
いています。

※�甲南幼稚園・貴生川認定こども園については甲南幼稚園ホームページに
も掲載しています。（ HP http://www.eonet.ne.jp/~kounanyouchien/）

※年齢は平成29年4月1日現在です。

園名 年齢 定員（人）
水口東保育園 １歳～５歳 120
水口西保育園 ６カ月～５歳 180
伴谷保育園 ６カ月～５歳 220
岩上保育園 １歳～５歳 90
柏木保育園 ６カ月～５歳 160
水口北保育園 ６カ月～５歳 180
貴生川認定こども園（長時部） ６カ月～５歳 255
家庭的保育事業所　水口幼稚園　ひだまり 0歳～2歳（2歳カら優先） 5
鮎河保育園 休園中
山内保育園 休園中
土山保育園(土山にこにこ園) ６カ月～５歳 ◎
大野保育園 ２歳～５歳 110
甲賀西保育園 ６カ月～５歳 110
甲賀北保育園 ２歳～５歳 60
甲賀東保育園(大原にこにこ園) ２歳～５歳 ◎
甲賀西保育園南分園(油日にこにこ園) ２歳～５歳 ◎
甲南東保育園 ２歳～５歳 70
甲南北保育園 ３歳～５歳 60
甲南西保育園 ３歳～５歳 70
甲南南保育園 ２歳～５歳 60
甲南希望ケ丘保育園 ６カ月～５歳 120
甲南のぞみ保育園 ６カ月～５歳 160
こうなん保育園 ６カ月～２歳 60
信楽保育園(信楽にこにこ園) １歳～５歳 ◎
雲井保育園 ６カ月～５歳 100
朝宮保育園 ３歳～５歳 60
多羅尾保育園 休園中
明照保育園 ６カ月～５歳 80

保
育
園・認
定
こ
ど
も
園（
長
時
部
）・家
庭
的
保
育
事
業
所　
入
園
申
込
受
付

公
立
幼
稚
園
入
園
申
込
受
付

定
員
が
◎
印
の
園
は
、幼
保
一
元
化
園
で
、

通
称
は「
○
○
に
こ
に
こ
園
」で
す
。

◦
土
山
に
こ
に
こ
園　
1
3
0
人

◦
大
原
に
こ
に
こ
園　
1
1
0
人

◦
油
日
に
こ
に
こ
園　
69
人

◦
信
楽
に
こ
に
こ
園　
1
4
0
人

※�

定
員
は
、幼
稚
園
児
、保
育
園
児
を
合
わ
せ
た

人
数
で
す
。

幼
保
一
元
化
園
：
幼
稚
園
と
保
育
園
を

同
じ
施
設
で
一
体
的
に
運
営
し
ま
す
。幼

稚
園
児
と
保
育
園
児
が
同
じ
環
境
の
中
で

園
生
活
を
送
り
ま
す
が
、入
園
の
際
に
は
、

そ
れ
ぞ
れ
の
幼
稚
園・保
育
園
の
入
園
申

込
が
必
要
で
す
。

【
注
意
事
項
】

※
平
成
28
年
度
在
園
児
も
申
し
込
み
が
必
要
で
す
。

※
平
成
28
年
度
に
申
し
込
み
を
さ
れ
て
お
り
待

機
し
て
い
た
だ
い
て
い
る
児
童
も
、
平
成
29
年

度
に
つ
い
て
は
再
度
申
し
込
み
が
必
要
で
す
。

※
育
児
休
業
明
け
等
で
年
度
途
中
の
入
園
を

希
望
さ
れ
る
場
合
も
こ
の
期
間
内
に
お
申
し

込
み
く
だ
さ
い
。
妊
娠
中
で
ま
だ
生
ま
れ
て

い
な
い
児
童
の
申
し
込
み
も
で
き
ま
す
。

※
入
園
に
つ
い
て
は
、
入
園
基
準
に
該
当
し
保
育

の
必
要
性
の
高
い
方
か
ら
決
定
し
ま
す
。
な

お
、
申
し
込
み
多
数
の
場
合
は
ご
希
望
の
園

に
ご
入
園
い
た
だ
け
な
い
場
合
が
あ
り
ま
す
。

※
申
し
込
み
人
数
が
き
わ
め
て
少
な
い
保
育

園
や
、
甲
賀
市
幼
保
・
小
中
学
校
再
編
計

画
の
進
捗
に
よ
っ
て
は
、
入
園
調
整
ま
た
は

休
園
等
す
る
場
合
が
あ
り
ま
す
。

※
広
域
入
所
（
市
外
の
保
育
所
へ
の
入
所
）
を

希
望
さ
れ
る
場
合
は
、こ
ど
も
未
来
課
（
甲

南
庁
舎
2
階
）
へ
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

私立幼稚園入園申込受付

保育園等と公立幼稚園は、重
複して申し込みできません。

問い合わせ

こども未来課　管理係
☎８６-８１７９／ ８６-８３８０

講師の碧川萌子さん

信楽まちなか芸術祭実行委員会（信楽地域市民センター東別館）
☎７０-２３７６／ ７０-３３９３／ HP http://shigaraki-fes.com

問い合わせ

▲大平和正「赤い風」

▲安藤祐輝「夜明け前の歓喜」

10/1土
～23日

6平成 28年 9月 1日平成 28年 9月 1日7



下水道課　計画普及係　☎８６-８０１２／ ８６-８３９０
問い合わせ

いい
情報交

流広場

となりまちとなりまち
伊賀市伊賀市伊賀市伊賀市

vol.vol.

6767ここかか
亀山市亀山市亀山市亀山市

甲賀市甲賀市甲賀市甲賀市

　伊賀市では、今年で３回目となる「伊賀ぶらり体
験博覧会　いがぶら2016」を、10月1日（土）から
12月4日（日）まで開催します。
　「ぶらり街歩き」「歴史と文化・伝統工芸をたずね
る」「思いっきり自然を満喫」「伊賀の食と出会う」
「美容と健康を伊賀で体験」「伊賀といえば忍者と芭
蕉さん」の６つのカテゴリで、112の観光体験プロ
グラムをお届けします。
　ぜひ、いがぶら公式ガイドブックと公式ウェブサ
イト（会員登録が必要）をご覧いただき、興味のある
プログラムにご参加ください。
�
申込受付開始日時
◦電話　９月５日（月）10時～
　※�申込先はガイドブックをご覧ください。
◦ウェブサイト
　９月６日（火）正午～
　いがぶら公式ウェブサイト
　http://igabura.com/
問 合 先　�観光戦略課� �

☎0595-22-9670��
0595-22-9695

亀山青空お茶まつり 伊賀ぶらり体験博覧会「いがぶら」

～すがすがしいひとときを広大な茶畑で～ ～「伊賀」にときめく　すてき体験～
亀山市 伊賀市

　亀山市の特産品「亀山茶」。約88ヘクタールの茶
生産団地「中の山パイロット」で、生産者と消費
者との交流を目的に「亀山青空お茶まつり」が開
催されます。お茶にちなんだ楽しいイベントが盛
りだくさんです。ぜひお越しください。
�
と 　 き　�９月18日（日）10時～14時
と こ ろ　�中の山パイロット特設会場（太森町）
内 　 容　�茶摘み体験、手もみ実演、電子レンジでお

茶づくり、紙風船飛ばし、バンド演奏、フォ
トコンテスト表彰式、農産物販売など

アクセス　�東名阪自動車道「亀山IC」から約10分
（亀山IC→国道1号→県道302号）

問 合 先　�亀山青空お茶まつり実行委員会事務局� �
（三重茶農業協同組合内　☎059-329-3121��
亀山市環境産業部農政室　☎0595-84-5082）

行政情報番組 きらめきこうか

学習情報番組
とびだせ！わくわく学習室

番組
ガイド

番組
ガイド

市政情報や地域の催しなどを放映しています。
ぜひご覧ください。
（※あいコムこうか光テレビ１１チャンネルの有料契約が必要となります）

　小学生を対象にした学習情報番組を、あい
コムこうか１１チャンネルで放送しています。
各学年・教科のポイントを、わかりやすく１０
分ずつまとめています。ぜひご覧ください。

コーナー名  
放映日 ９月３日～９月１０日 ９月１０日～９月１７日

ふるさと甲賀
歴史探訪 － 信楽谷と多羅尾氏

とびだせ！
ワクワク放送室 － －

エンディング 土山にこにこ園
すみれぐみ

大野保育園
つきぐみ

放送日 ８月２９日～９月４日 ９月５日～９月１１日 ９月１２日～９月１８日

①10分 １年生・算数 １年生・国語 ４年生・算数
なんじ　なんじはん かんじのはじまり 面積

②10分 ５年生・国語 ５年生・算数 ３年生・算数
漢字の成り立ち 割合 へんとつくり

③10分 ６年生・算数 ４年生・国語 ２年生・算数
場合の数 漢字辞典を使おう かけ算九九づくり

【平日／１日8回放送】�１０時・１３時・１５時３０分・１７時・１８時３０分・２０時３０分・２２時・
２３時３０分

【休日／１日7回放送】１０時・１３時・１５時３０分・１７時・２０時・２２時・２３時３０分

【時間】１７時３０分～１８時（３０分間）
　　　 （再放送　１９時３０分～２０時）

問い合わせ 広報課　☎６５‐０６７５／ ６３‐４６１９

問い合わせ 学校教育課　☎８６-８０２０／ ８６-８３８０

※�番組は、毎週土・水曜日１８時３０分に更新しています。都合により番組
内容を変更する場合があります。

〇
臨
時
福
祉
給
付
金

【
支
給
対
象
者
】

　
　
基
準
日
（
平
成
28
年
1
月
1
日
）
に

甲
賀
市
の
住
民
基
本
台
帳
に
登
録
さ
れ
、

平
成
28
年
度
の
市
民
税
（
均
等
割
）
が

課
税
さ
れ
て
い
な
い
方
。

※�

た
だ
し
、
ご
自
身
を
扶
養
し
て
い
る
方

が
課
税
さ
れ
て
い
る
場
合
や
、
生
活
保

護
制
度
の
被
保
護
者
と
な
っ
て
い
る
場

合
は
給
付
対
象
と
な
り
ま
せ
ん
。

【
支
給
額
】
支
給
対
象
者
1
人
に
つ
き

３
，０
０
０
円
（
1
回
限
り
の
支
給
）

〇
障
害
・
遺
族
年
金
受
給
者
向
け
給
付
金

【
支
給
対
象
者
】

　
　
平
成
28
年
度
臨
時
福
祉
給
付
金
の
対

象
者
の
う
ち
、
平
成
28
年
5
月
分
の
障

害
基
礎
年
金
ま
た
は
遺
族
基
礎
年
金
等

を
受
給
し
て
い
る
方
。

※�

た
だ
し
、今
年
度「
高
齢
者
向
け
給
付
金
」

（
３
０
，000


円
）
を
受
給
し
た
方
を

除
き
ま
す
。

【
支
給
額
】
支
給
対
象
者
1
人
に
つ
き

３
０
，０
０
０
円
（
1
回
限
り
の
支
給
）

【
申
請
・
受
付
場
所
】

　
郵
送
ま
た
は
社
会
福
祉
課
、
市
民
窓
口

セ
ン
タ
ー
、
各
地
域
市
民
セ
ン
タ
ー

【
申
請
期
間
】

　
9
月
12
日
か
ら
平
成
29
年
1
月
31
日
ま
で

※�

申
請
書
は
受
付
開
始
時
期
に
、
支
給
対

象
と
な
る
可
能
性
の
あ
る
方
の
世
帯
に

送
付
し
ま
す
。

※
対
象
と
思
わ
れ
る
方
で
、
申
請
書
が
届

か
な
い
場
合
は
、
社
会
福
祉
課
ま
で
お

問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

給
付
金
の
申
請
受
付
開
始

　
平
成
26
年
4
月
か
ら
の
消
費
税
8
％
へ
の
引
き
上
げ
に
伴
い
、
所
得
の
低
い
方
々
の
負
担
を

緩
和
す
る
た
め
、
暫
定
的
・
臨
時
的
な
措
置
と
し
て
支
給
さ
れ
る
「
臨
時
福
祉
給
付
金
」
と
、

賃
金
引
上
げ
の
恩
恵
が
及
び
に
く
い
所
得
の
少
な
い
年
金
受
給
者
の
方
を
支
援
す
る
た
め
の

「
障
害
・
遺
族
年
金
受
給
者
向
け
給
付
金
」
の
申
請
受
付
を
開
始
し
ま
す
。

•
申
請
に
関
す
る
こ
と

　
社
会
福
祉
課
内「
臨
時
福
祉
給
付
金
」窓
口

　
☎
６
２‐６
３
１
１
／
６
２‐６
３
１
４

　

６
３‐４
０
８
５

•
制
度
に
関
す
る
こ
と

　
厚
生
労
働
省
給
付
金
専
用
ダ
イ
ヤ
ル

　
☎
０
５
７
０‐０
３
７‐１
９
２

問
い
合
わ
せ

いがぶら公式Webサイト
QRコード  公共下水道への接続は３年以内

　くみ取り便所は、供用開始後３年以内に水洗便
所に改造し、公共下水道に接続しなければなりま
せん。また、浄化槽は、遅滞なく公共下水道へ接
続しなければなりません。公共下水道の供用開始
区域内で公共下水道に未接続の方は、市指定工事
店に依頼し、速やかに接続をお願いします。

 雨水は下水道に流さないで
　市の下水道は、雨水は側溝等から河川に放流し、
汚水は公共汚水桝から下水道管に流し、処理場で浄
化する分流方式を採用しています。雨どい、屋外に
ある流し台や洗濯機などから雨水が公
共汚水桝に流入していないかを点検し、
誤った接続を発見した場合は、雨水が
流入しないように改善をお願いします。

下水道に雨水は流さない
～９月10日は「下水道の日」～ 　９月１日～１０日の期間、「屋外広告物適正化旬

じゅん

間
かん

」
が全国一斉に展開されることに伴い、滋賀県内でク
リーンキャンペーンが実施されます。市内において
も違反広告物の簡易除却を行います。
　良好な景観を維持し、公衆への危害を防止するた
めに、屋外広告物を掲示する際のルールを条例に定
めています。屋外広告物を掲示するには条例に基づ
き原則許可を受けなければなりません。

都市計画課　都市計画係　☎６５‐０７１９／ ６３-４６０１
問い合わせ

屋外広告物
クリーンキャンペーン

＊屋外広告物とは・・・常時または一定の期間継続して屋外で公衆に
表示されるもので、看板、貼紙、広告旗、広告板、広告幕等の類をい
います。（イラスト、シンボルマークなどだけであっても該当します）
　美しい街並みを守るため、ご理解、ご協力をお願いします。

8平成 28年 9月 1日平成 28年 9月 1日9



であいこうか DEAI 　
KOKA

 I N T E R V  I E W

▶�競技のおもしろさと今後の目標は？
徳永：トップレベルの選手が記録した
得点と遜色のない記録を持っていれ
ば、高校生でも同じ競技大会への出場
資格があります。トップ選手と肩を並
べて競技することは、競技の中でも学
ぶことができますし、トップ選手を憧れでなく目標としてみえるところです。
田畑：精神統一の方法や撃ち方を考え工夫して、自分なりにコツコツでき
るというところです。
徳・田：今後の目標は、１０月の第７１回国民体育大会ライフル射撃競技ビー
ムピストルで優勝することです。

いつもどおり　的にだけ集中

�水口高等学校ライフル射撃部　３年 

� 徳
と く な が

永大
だ い す け

輔さん　田
た

畑
ば た

実
み

菜
な

さん
▲ビームピストルの練習に励む徳永さん（左）と田畑さん（右）

　今回は、８月に韓国で開催された東アジアユースエ
アガン大会に日本代表として出場した徳永さんと３月
の全日本高校ライフル射撃競技選抜大会のビームピス
トル少年女子４０発競技で日本新記録を出し優勝した
田畑さんにお話を伺いました。

▶�高得点を出すために集中力を発揮するコ
ツは？
徳永：的に向かい、いつもと同じ動作で １０
点をめざすことだけをイメージして他のこと
は考えないことです。高得点が出る時は、
撃ち終わった後に他のことを考えてなかっ
たなと思うぐらい的にだけ集中します。
田畑：練習と同じように、撃つことを大切に
しています。いつもどおりできれば、おの
ずと集中力が増し高得点につながります。

▶�ライフル射撃部に入部した理由と�  
他の競技との違いは？
徳永：部活動体験でビームライフルを撃ったと
き、的に当たることに楽しさを感じたからです。
田畑：走るのが苦手なので、的に当てる種目を
しようと思い、弓道部と迷ってライフル射撃部に
しました。
徳・田：他の競技に比べて「走る」「跳ぶ」等の
運動能力の優劣よりもメンタル的な集中力が勝
敗の大部分を左右します。

　

和
太
鼓
サ
ウ
ン
ド
夢
の
森
2
0
1
6
が
８
月
６
日
、
鹿
深

夢
の
森
で
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　
こ
の
事
業
は
、
地
域
文
化
の
振
興
と
活
性
化
、
鹿
深
夢
の

森
の
活
用
を
目
的
に
行
わ
れ
、
甲
賀
の
夏
の
風
物
詩
と
な
っ

て
い
ま
す
。
今
年
は
、
市
内
外
の
和
太
鼓
グ
ル
ー
プ
７
チ
ー

ム
に
加
え
、
特
別
ゲ
ス
ト
と
し
て
太
鼓
・
津
軽
三
味
線
・
尺

八
の
プ
ロ
が
ユ
ニ
ッ
ト
を
組
ん
で
出
演
し
ま
し
た
。

　
フ
ィ
ナ
ー
レ
に
は
、
出
演
者
全
員
で
の
１
０
０
人
太
鼓
が

披
露
さ
れ
ま
し
た
。
出
演
者
は
、「
自
分
た
ち
の
地
域
や
太

鼓
に
対
す
る
熱
い
思
い
が
観
客
に
伝
わ
れ
ば
、
う
れ
し
い
」

と
両
手
に
持
っ
た
バ
チ
で
力
強
く
思
い
を
伝
え
て
い
ま
し
た
。

No.1

　水口町牛飼地区の水田で、地区内を走る信楽高原鐵
道の車窓から見える田んぼアートが完成し、見ごろを迎
えています。
　貴生川駅を出発して約３分後、進行方向左手の水田
に、黄や黒、白など５種類の苗を使い、甲賀市観光協会・
甲賀市商工会のキャラクター『にんじゃえもん』が手裏
剣を持って走る姿が描かれています。
　乗客は、「高原鐵道に乗るときの楽しみがひとつ増え
ました」と稲の生育とともに少しずつ変化する『にんじゃ
えもん』の姿を楽しんでいました。
　見ごろは１０月８日の稲刈りまで、信楽高原鐵道に乗
車し、車窓から甲賀流田んぼアートをご覧ください。

　甲賀ＪＯＢフェアが８月４日、碧水ホールで開催
されました。
　市内で就職を希望する若年求職者を対象とし
て、市内３０の企業・事業所が面談の場を設ける
合同就職面接会で、５７人が参加しました。
　参加者は、「地元の甲賀市に住み続けたいので、
今まで考えていた業種以外の話も直接聞けてよ
かった」と話し、企業側も「地元で働きたいと思う若い方と出会える機会があることは大切」
と若者と市内企業の有意義なマッチングの場となりました。
　今年は、初めて同フェアを市外でも開催し、求職者の就業の促進と市内企業の活性化を
図っています。

　

あ
つ
ま
れ
！
み
ん
な
の
植
木
鉢
事
業
が
７
月
30
日
、
信
楽
高

等
学
校
で
地
域
の
児
童
を
対
象
に
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　
こ
の
事
業
は
、
今
秋
に
行
わ
れ
る
「
第
３
回
信
楽
ま
ち
な
か

芸
術
祭
」
の
開
催
期
間
中
に
ま
ち
な
か
散
策
路
内
を
飾
る
植
木

鉢
の
絵
付
け
を
体
験
し
た
も
の
で
す
。
児
童
た
ち
は
、
高
校
生

の
ア
ド
バ
イ
ス
を
受
け
な
が
ら
、
普
段
描
く
こ
と
の
な
い
「
信

楽
焼
の
植
木
鉢
」
を
キ
ャ
ン
バ
ス
に
、
自
由
な
発
想
で
次
々
と

作
品
を
仕
上
げ
ま
し
た
。

　

参
加
し
た
児
童
ら
は
、
筆
以
外
に
も
ス
ポ
ン
ジ
や
自
分
の
指

や
手
を
使
っ
て
絵
付
け
し
、「
自
分
の
作
品
が
す
ぐ
わ
か
る
よ
う

に
描
い
た
」
と
秋
の
展
示
を
心
待
ち
に
し
て
い
ま
し
た
。

車窓から「にんじゃえもん」が出現
うしかい田んぼアート

若者と企業のマッチング
甲賀ＪＯＢフェア

自
由
な
発
想
で
描
い
た
植
木
鉢

植
木
鉢
の
絵
付
け
体
験

和
太
鼓
で
響
く
、
熱
い
思
い

和
太
鼓
サ
ウ
ン
ド
夢
の
森
2
0
1
6

▲フィナーレの100人太鼓

▲見ごろを迎えた「にんじゃえもん」の田んぼアート

▲企業から説明を受ける求職者

▲筆を投げおろして絵付けする児童

No.2
No.4

No.3
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東西南北地域市民センター

　
平
成
27
年
4
月
か
ら
ス
タ
ー
ト
し
た
子
育
て
サ

ロ
ン
「
ナ
ッ
ポ
」
は
、
仕
事
を
持
ち
な
が
ら
子
育

て
を
す
る
お
母
さ
ん
グ
ル
ー
プ
で
活
動
し
、
子
育

て
マ
マ
・
パ
パ
た
ち
の
子
育

て
支
援
や
食
育
を
考
え
地
元

で
様
々
な
イ
ベ
ン
ト
を
開
催

し
、
住
み
や
す
い
、
子
育
て

し
や
す
い
地
域
を
め
ざ
し
て

い
ま
す
。

　
7
月
31
日
に
土
山
森
林
文
化
ホ
ー
ル
で
開
催
さ

れ
た
「
ナ
ッ
ポ
寺
子
屋
」
で
は
、
上
級
生
か
ら
下
級

生
ま
で
が
学
年
を
超
え
て
交
流
す
る
縦
割
り
学
習

を
モ
ッ
ト
ー
に
し
て
い
ま
す
。

　

午
前
中
は
勉
強
、
昼
食
後
は
工
作
を
楽
し
み
、

上
級
生
が
下
級
生
に
教
え
る
姿
や
、
ド
リ
ル
や
本

を
読
む
な
ど
各
自
意
欲
的
に
取
り
組
ん
で
い
ま
し

た
。
習
字
で
は
緊
張
し
な
が
ら
書
い
て
い
る
姿
は

初
々
し
い
も
の
で
し
た
。

　
昼
食
は
、
1
年
生
か
ら
6
年
生
を
縦
割
り
に
班

分
け
し
て
、
み
ん
な
で
調
理
す
る
焼
き
そ
ば
。
キ
ャ

ベ
ツ
の
芯
を
細
か
く
し
て
入
れ
る
班
、
数
回
に
分

け
て
焼
き
そ
ば
を
効
率
よ
く
焼
く
班
と
子
ど
も
た

ち
だ
け
で
完
成

し
た
焼
き
そ
ば

を
「
お
い
し
い

～
！
」
と
お
か
わ

り
す
る
子
ど
も
ば

か
り
で
し
た
。
最

後
に
デ
ザ
ー
ト
も

作
り
、
達
成
感
で

大
満
足
の
様
子
で

し
た
。

　
食
後
は
、
子
ど
も
た
ち
が
待
ち
に
待
っ
た
工
作

タ
イ
ム
。「
物

か
け
フ
ッ
ク
」

や
「
ビ
ー
玉

転
が
し
」
を

作
り
ま
す
。

キ
リ
で
穴
を

空
け
る
の
が
初
め
て
の
子
や
、
の
こ
ぎ
り
で
木
が
う

ま
く
切
れ
な
い
、
釘
を
打
つ
と
曲
が
っ
て
し
ま
う
な

ど
悪
戦
苦
闘
し
ま
し
た
が
、
周
り
の
み
ん
な
と
助

け
合
い
な
が
ら
一
生
懸
命
に
取
り
組
む
姿
は
真
剣

そ
の
も
の
で
し
た
。
縦
割
り
で
の
異
年
齢
交
流
で

の
体
験
を
終
え
た
子
ど
も
た
ち
は
ひ
と
回
り
成
長

し
た
こ
と
で
し
ょ
う
。

　
6
月
に
開
催
さ
れ
た
「
手
作
り
市
」
で
は
同
会

場
へ
約
５
０
０
人
の
お
客
様
が
来
場
さ
れ
た
そ
う
で

す
。
土
山
に
足
を
運
ん
で
い
た
だ
く
こ
と
で
土
山

の
良
さ
を
知
っ
て
い
た
だ
け
れ
ば
う
れ
し
い
で
す
と

話
さ
れ
て
い
ま
し
た
。
他
に
も
、
ベ
ビ
ー
マ
ッ
サ
ー

ジ
や
お
ひ
る
ね
ア
ー
ト
等
開
催
さ
れ
て
い
ま
す
。

次
回
の
イ
ベ
ン
ト
も
楽
し
み
で
す
ね
。

　雲井自治振興会学び塾講座「歴史探訪ウォーキン
グ」は年に１１回を計画し実施しています。
　今年度４回目の講座は、１７人が参加し、日本で唯一、
淡水湖に人が生活している島「沖

おきしま

島」へ散策に行き
ました。
　周囲６．８㎞の島には、約３５０人の生活があり、島内
道路は狭く交通手段は三輪車であることを伺い、詳しく
知らなかった沖島の新しい発見をすることができました。
　琵琶湖にある沖島へ、ぜひ、皆さんも散策に行っ
てみませんか。

　宮地区自治振興会では、特産品開発、景観美化の
事業として地域おこし協力隊員の田

た

中
なか

啓
けい

介
すけ

さんと宮地
区自治振興会を中心に、甲南第三小学校の児童と６月
２６日にひまわりの種を植えました。
　８月には、ひまわりがすくすく育ち、ひまわり畑一面
に大きな花を咲かせました。
　このひまわりは景観美化だけでなく、種は食用にで
きるため、花が枯れ、種を収穫した後は特産品開発の
原料として利用します。

　
土
山
町
前
野
地
先
に
は
古
く
か
ら
の
言
い
伝
え
の

あ
る
湧
き
水
「
御
場
泉
」
が
あ
り
ま
す
。

　
史
跡
を
も
っ
と
知
っ
て
も
ら
う
た
め
、
地
域
の
方
々

が
、
周
辺
の
雑
草
を
刈
り
取
り
、
泉
に
下
り
る
階
段

を
整
備
し
ま
し
た
。
近
く
の
耕
作
放
棄
地
は
開
墾
さ

れ
、
ソ
バ
の
栽
培
も
は
じ
め
ら
れ
ま
し
た
。
９
月
の

下
旬
に
は
、
御
場
泉
周
辺
も
白
い
ソ
バ
の
花
で
彩
ら

れ
ま
す
。

　
秋
の
散
策
に
ぜ
ひ
御
場
泉
を
訪
ね
て
み
て
は
い
か

が
で
し
ょ
う
か
。

　
御
場
泉
の
場
所
は
、大
野
地
域
市
民
セ
ン
タ
ー（
☎

６
７-

0
0
0
1
）
ま
で
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

　

か
し
わ
ぎ
自
治
振
興
会
設
立
５
周

年
記
念
事
業
「
か
し
わ
ぎ
祭
り
」
が
、

６
月
18
日
に
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　
会
場
と
な
っ
た
柏
木
公
民
館
駐
車
場

に
は
模
擬
店
が
並
び
、
和
太
鼓
の
演

奏
や
こ
ど
も
も
ち
つ
き
大
会
、
ペ
ル
ー

の
ダ
ン
ス「
マ
リ
ネ
ラ
」
と
中
国
の
チ
ャ

イ
ナ
ド
レ
ス
シ
ョ
ー
と
い
っ
た
国
際
文

化
交
流
イ
ベ
ン
ト
も
あ
り
、
多
く
の
来

場
者
で
に
ぎ
わ
い
ま
し
た
。

　

当
日
は
、
記
念
式
典
も
行
わ
れ
、

地
域
の
功
労
者
へ
感
謝
状
の
授
与
が
行

わ
れ
ま
し
た
。

ひまわりの花が咲きました
� ［甲南第３地域市民センター］

「
御お

ん

場ば

泉せ
ん

」を
も
っ
と
身
近
に

�

［
大
野
地
域
市
民
セ
ン
タ
ー
］

か
し
わ
ぎ
祭
り

�

［
柏
木
地
域
市
民
セ
ン
タ
ー
］

淡水湖に浮かぶ島で新発見
� ［雲井地域市民センター］

▲満開のひまわり畑

▲倭
やまとのひめのみこと

姫命に献上されたと伝えられる御場泉

▲来場者でにぎわう「かしわぎ祭り」▲沖島を散策する参加者▲集中して習字する子どもたち

特派員のページ
こうかまちかど特派員

吉
よ し

田
だ

　佐
さ

江
え こ

子

  ま   ち   か   ど

学
年
を
超
え
て
交
流
す
る
縦
割
り
学
習

『
ナ
ッ
ポ
寺
子
屋
』

子
ど
も
た
ち
だ
け
で

お
昼
の
ク
ッ
キ
ン
グ

　
土
山
町
で
活
動
さ
れ
て
い
る
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
グ
ル
ー
プ　
子
育
て
サ
ロ
ン
「
ナ
ッ
ポ
」

　
今
回
は
、
市
内
在
住
の
小
学
生
を
対
象
に
夏
休
み
の
宿
題
、
昼
食
、
工
作
を
し
て
1
日
を
過
ご
す
「
ナ
ッ
ポ

寺
子
屋
」
を
紹
介
し
ま
す
。

▲協力して焼きそばを作る子どもたち▲木工体験の様子

子
育
て
・
食
育
に
取
り
組
む

木
工
体
験
に
挑
戦

子
育
て
サ
ロ
ン
「
ナ
ッ
ポ
」

代
表 

０
９
０‐７
８
７
０‐１
２
３
９

HPhttp://nappo.shiga-saku.net/

FBhttps://www.facebook.com
/nappo2015/

L
I
N
E
@

問
い
合
わ
せ
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時  日時  所  場所  内  内容  定  定員  対  対象  持  持ち物  ￥ 料金  講  講師  申  申込先  方  申込方法  受  申込受付日時等  〆  申込締切  問  問い合せ先  他その他

情報のまど
information

募　　集
優良運転者の地区表彰の申請受付
対  自動車、バイクなどを常時運転し
ている方（ペーパードライバーを
除く）、甲賀湖南交通安全協会の
会費を納入、過去に同種の表彰
を受けていない方

内  ◦�甲賀湖南交通安全協会長表彰��
　自動車、バイクなどの運転
経歴が１０年以上で、その間、
無事故無違反で優良な運転者

　 ◦�甲賀警察署長・甲賀湖南交通
安全協会長表彰� �
　自動車、バイクなどの運転
経歴が１５年以上で、その間、
無事故無違反で優良な運転者

受  １０月３日（月）までの８時３０分～
１６時３０分（土日祝日を除く）

方  甲賀湖南交通安全協会（甲賀警
察署内）まで

持  運転免許証、印鑑、手数料６３０円
（無事故・無違反証明書代）
問  申  甲賀湖南交通安全協会（甲賀
警察署内）　☎６３−５６７１

相　　談
出張消費生活相談
　インターネットの普及により新し
い詐欺や悪徳商法、多重債務、架
空請求などの消費者問題の相談に
応じます。
時  ９月２０日（火）１３時～１６時
所  かふか生涯学習館　※申込不要
内  対応者／消費生活相談員
問  生活環境課　消費生活センター��
☎６５−０６８６／ ６３−４５８２

１日年金相談所
　１日年金相談所の下半期の開設
日は次のとおりです。
時  １０月１３日（木）、※１１月１０日
（木）、１２月８日（木）、１月１２日
（木）、２月９日（木）、３月９日（木）
所  水口社会福祉センター　２階　
中会議室

※11月10日のみ社会福祉センター
1階　福祉ホールにて行います。

☆予約制ですので、事前に草津年
金事務所へ申し込みをお願いし
ます。予約後、受付票（ハガキ）が
送付されますので、日時・持ち物
等ご確認ください。

問  申  草津年金事務所� �
☎０７７−５６７−１３８３（予約専用）� �
０７７−５６２−９６３８（予約専用FAX）

問  保険年金課　� �
☎６５−０６８８／ ６３−４６１８� �
（市役所での予約受付は行って
おりません）

休日・夜間お薬電話相談
　休日や夜間に薬のことで困ったら、
「休日・夜間お薬相談窓口」へご相
談ください。薬剤師がお答えします。
時  月～土は２１時～９時、日・祝は終日
問  ☎０７４８−３２−５５３０

全国一斉『高齢者・障がい者の
人権あんしん相談』強化週間
　高齢者や障がい者に対する暴行・
虐待などの人権問題で悩んでおられ
る皆さまの相談に電話で応じます。

全国共通人権相談ダイヤル

０５７０‐０
ゼロゼロみんなのひゃくとおばん

０３‐１１０
時  ９月５日（月）～９月１１日（日）８時
３０分～１９時（土・日は１０時から
１７時）平日９時３０分～１６時３０分
は、面談による相談可。　￥ 無料

内  高齢・障がいを理由とした差別や嫌
がらせ、暴行や虐待などの人権問題��
相談担当者／人権擁護委員及
び法務局職員　※秘密厳守

※この期間以外にも、平日８時３０分～
１７時１５分まで、人権擁護委員・法
務局職員が相談に応じています。

問  大津地方法務局　人権擁護課� �
☎０７７−５２２−４６７３

税理士による税務相談
時  ９月１４日（水）１３時３０分～１６時３０分（受
付１６時まで）　￥  無料　※要申込

所  水口納税協会　３階　会議室
定  予約制で先着６人（１人約３０分）
問  申  水口納税協会� �
☎６２−１１５１／ ６３−０１７３

お 知 ら せ
「いつまでもお元気で」の�
思いをこめて�
～市の敬老事業～
　老人福祉法では、９月１５日を「老
人の日」とし、２１日までを「老人
週間」と定めています。この機会に、
高齢者の方々を敬愛し、長寿をお
祝いしましょう。
　市では敬老の意を表し、下記の
事業を実施します。
◦�敬老金事業　9月15日現在、市
内に引き続き1年以上居住して
いる満80歳以上の方へのお祝
いとして3,000円を支給します。

◦�長寿をたたえる事業　9月15日
現在、市内に引き続き1年以上
居住している市内最高齢者の
方、満99歳および満88歳の方
に長寿のお祝いとして記念品を
贈呈します。

問  長寿福祉課　高齢者支援係� �
☎65−0696／ 63−4085

募　　集
「筋力ステップアップ教室」�
参加者募集
　生活の中に取り入れられる運動
方法を筋力ステップアップ教室で
学んでみませんか？
対  運動能力の機能低下が認めら
れる65歳以上の方で介護保険
サービスを利用していない方

内  個別の運動機能に応じたストレッ
チや足腰の筋力アップの運動

時  3カ月間（週1回）　￥  1カ月1,340円
　詳しくは、お問い合わせください。

対  市内在住18歳以上、ポールウォー
キングに興味のある方

￥ 900円（保険料含む）
定  先着20人　〆  9月23日（金）
※詳細は各社会体育施設に設置の
案内チラシ、または、下記までお
問い合わせください。

問  申  文化スポーツ振興課� �
☎８６−８０２３／ ８６−８３８０

第１8回ござれGO-SHU!開催
とボランティアスタッフ募集
時  １０月２日（日）１０時３０分～２０時３０分�
※予定　会場によって変更有り

所  JAこうか駐車場及び周辺サブ会場
【ボランティアスタッフ募集】
　裏方となってイベントを盛り上げ
てくださる方を募集します。
内  前日準備・会場運営・後片付けなど
〆  ９月２６日（月）
※ボランティアの皆さんにはスタッフ
専用Tシャツをプレゼントします。

問  申  ござれGO-SHU!実行委員会
事務局（甲賀市観光協会内）� �
☎６０−２６９０／ ６０−２３６２

「青少年自然体験活動推進
委員会」委員を公募
内  委員の職務／青少年を対象とし
た安全で効果的な自然体験活動
の普及推進について調査・審議� �
任期／平成３０年９月３０日まで

定  ２人
〆  ９月１４日（水）１７時
※応募方法等詳しくは、下記までお
問い合わせください。

問  申  社会教育課　青少年育成係� �
☎８６−８０２２／ ８６−８３８０

開始時期や実施場所は相談のうえ、
決定します。
問  水口地域包括支援センター� �
☎65−1170／ 63−4591� �
土山地域包括支援センター� �
☎66−1610／ 66−1564� �
甲賀地域包括支援センター� �
☎88−8136／ 88−6557� �
甲南地域包括支援センター� �
☎86−8034／ 86−5974� �
信楽地域包括支援センター� �
☎82−3180／ 82−3138

第２４回　さわらびまつり�
ふれあいバザー物品提供のお願い
時  ９月１１日（日）、１０月８日（土）� �
両日１０時～１５時

所  水口中央・岩上（９月１１日のみ）・
柏木・貴生川・伴谷公民館、東部コ
ミュニティセンター、西和野改善セ
ンター、九品寺駐車場、新城草の
根集会所（１０月８日のみ）、さわら
び作業所、ワークステーション虹

※指定日時以外でも電話をいただけ
れば回収に自宅などへ伺います。

※家電製品、家具及び使用済みの
衣類は、収集の対象外。

問  さわらび作業所� �
☎６２−４６９６／ ６２−９６５６� �
ワークステーション虹� �
☎７５−１２２０／ ７５−１２３１

ポールウォーキング教室�
参加者募集
時  9月30日（金）～10月14日（金）
毎週金曜日全3回　10時～12時

所  甲賀市陸上競技場（水口スポー
ツの森）他

創業34年 まごころこめてお手伝い

滋賀ペット葬儀社
湖南市夏見　心塔

お迎え・火葬・納骨供養 年中無休
日本ペットランド

0120-46-1200
あいこうか薬局

自分らしく 健康長寿

甲賀市水口町松尾830-2　☎0748-65-6636
滋賀県情報政策課　☎０７７-５２８-３３８１
０７７-５２８-４８３９／ce00@pref.shiga.lg.jp

問い合わせ

　滋賀県では、防災・防犯等の身の回りの危険に関
する情報を、ご希望の方へ電子メールで配信してい
ます。あらかじめユーザ登録していただくことで、お
手持ちの携帯電話やパソコンに情報をお届けします。

気象特別警報警報・注意報
防犯情報

左記二次元コードまたは上記URLから登
録画面に進み、entry@pref.shiga-info.jp
へ空メールを送信してください。

地震発生情報
その他各種お知らせ情報など

しらしがメールで現在配信中の情報、登録の手続き
など、詳しくは　　http://www.pref.shiga-info.jp
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情報のまど
information 時 日時 所 場所 内 内容 定 定員 対 対象 持 持ち物 ￥ 料金 講 講師 申 申込先 方 申込方法 受 申込受付日時等 回 参加回数 〆 申込締切 問 問い合せ先 他その他

催　　し
「おいしが・うれしが電車」運行
　近江鉄道に揺られながら、滋賀
県産食材のプレミアム御膳をいただ
き、滋賀の魅力を堪能しよう。
時  １０月２２日（土）、２３日（日）１２時９
分近江鉄道米原駅発‐１４時４４分
貴生川駅着（両日とも）

受  ９月５日（月）１０時開始
定  先着７２人
￥ 3,900円� �
※一日乗車券、食事代等込

申  近江鉄道鉄道部� �
☎０７４９−２２−３３０３

問  彦根市交通対策課� �
☎０７４９−３０−６１３４� �
０７４９−２４−５２１１

お 知 ら せ
「瀬古の流星」廃止について
　例年、竜法師区が実施されてい
た「瀬古の流星」は、今年度から
廃止されることになりました。
問  観光企画推進室� �
☎６５−０７０８／ ６３−４０８７

９月１０～１６日自殺予防週間です！�
　悩みをため込めば、心のバランス
が崩れていきます。ひとりで悩まず
相談窓口を利用しましょう。
問  健康推進課　健康増進係� �
こころや身体の不調に関すること��
健康推進課　☎６５−０７３７

差押不動産公売のお知らせ
時  ９月２３日（金）９時３０分～１１時
所  市役所　水口庁舎３階　第２会
議室

内  物件／
  　売却区分１
  ◦土地　甲南町杉谷字城ケ下、宅地
６９７・５２㎡、山林　２９５㎡

  ◦建物　所在は土地と同じ� �
居宅①木造草葺平家建１２０・１５㎡��
居宅②軽量鉄骨造スレート葺平

催　　し
夜
よ

空
ぞ ら

旅
た び

人
と

（天体観望会）�
「月の撮影会」
時  ９月１０日（土）１９時３０分～２１時３０分
所  かふか生涯学習館
内  火星、土星、海王星などの観望、
月の撮影体験　〆  ９月９日（金）

※デジタルカメラなどをお持ちく
ださい。ただし、一部ご使用いた
だけない機種があります。

方  電話で下記まで　定  先着２０人
※天候不良、申込者少数の場合は、
９月２４日（土）に別プログラムで
開催します。

問  申  かふか生涯学習館� �
☎８８−４１００／ ８８−５０５５

外国籍の方と一緒に学ぶ防災教室
　地震や大雨など災害時に、地域
や職場にいる外国籍の方に、どの
ように情報を伝えればいいでしょう
か。外国籍の方と一緒に、防災に
ついて学びましょう。
時  ９月１１日（日）１３時～１６時　￥ 無料
所  水口中央公民館　ろくしんホール
問  申  甲賀市国際交流協会� �
☎・ 63−8728

第５１回 信楽中央病院 健康塾
時  ９月２１日（水）１４時～１６時
所  信楽保健センター　１階
内  講座「介護①」 「介護」って、何を
どうしたらいいの？サービスやし
くみを知っておこう

定  約２０人　〆  ９月１４日（水）
方  下記に電話・ＦＡＸ・直接申込
講  病院スタッフ　他　￥ 無料

問  申  信楽中央病院� �
☎８２−０２４９／ ８２−３０６０

甲賀市人権教育連続セミナー第６回
時  ９月２３日（金）１９時３０分～２１時
（受付１９時から）
所  信楽開発センター　￥ 無料
内  講演「ゆっくり考えたい障害者差
別解消法」

講  松
まつなみ

波めぐみさん（龍谷大学非常
勤講師）

※申込不要、手話通訳・要約筆記あり
問  人権推進課　人権教育室� �
☎７０−００２２／ ７０−３０１６

かんたん気功講座
時  ９月２４日、１０月１・８日（土）、１０時
～１１時３０分

所  甲南公民館（忍の里プララ）
対  市内在住または在勤の１８歳以上の方
定  ２０人　〆  ９月１７日（土）
￥ １回１００円（全て参加で３００円）
方  各中央公民館にあるチラシの受
講申込書に記入の上、下記宛先
までお申し込みください。

※ご都合のよい開催日のみの参加
も可能です

問  申  甲南公民館（忍の里プララ）� �
☎８６−３０３６／ ８６−８１１９

平成２８年度市民協働事業�
～母親サポート事業～�
TUNAGARU会
大人の調理実習第１弾
時  １０月３日（月）１０時～１２時
所  綾野小学校内家庭科室
内  秋野菜いっぱいメニューを作りましょう
講  結び月さん　￥ １，０００円

対  小学生の保護者　定  先着２０人
問  申  こども応援課� �
☎８６−８４２３／ ８６−８０２９

ニンニン忍者秋キャンプ２０１６�
～キャンプ大好き！～
　この秋、あなたもキャンプリー
ダーや仲間とともに野外調理や
キャンプファイヤーなどの体験活動
にチャレンジしませんか？
時  １０月８日（土）～９日（日）（１泊２日）
所  滋賀県希望が丘文化公園
対  市内在住の小学３～４年生
定  ３０人（応募多数の場合は抽選）
方  小学校を通じて配布するチラシ
の申込書を提出してください。

※その他詳細についてはお問い合
わせください。

問  青少年自然活動支援センター
（社会教育課内）� �
☎８６−８０２２／ ８６−８３８０

第13回甲賀市民体育大会�
参加者募集
時  10月8日（土）小学生・マスターズの部�
10月9日（日）中学・高校・一般の部�
両日とも8時30分～受付開始

所  甲賀市陸上競技場（水口スポー
ツの森）

対  市内在住・在勤・在学者（上記以
外はオープン参加が可能です
が、表彰はありません）

〆  9月16日（金）17時までに、部門
毎に申込用紙を提出。

※詳細は下記までお問い合わせくだ
さい。

問  申  甲賀市体育協会事務局� �
☎８６−２３４３／ ８６−２４４３

病院・施設お迎え　もしも・・・の時に
甲賀斎苑ご利用でのご葬儀
　　　　　　　自宅ご葬儀も承ります

かふか（甲南・甲賀）セレモニーホール
（株）水口福祉社 TEL62-3055
本社　甲賀市水口町高塚8-1　FAX 62-3127

問  水口スポーツの森　☎・ 62‐7529

甲賀市民スタジアム　９月　利用予定
日 曜日 利用予定時間 事業・大会名等
4・11 日 8:30～16:30 甲賀市民球技大会　２部
5・9・10
24・29・30

月・金・土
土・木・金 8:30～18:00 平成２８年度京滋大学野球大学野球連盟秋季リーグ戦

【硬式野球】
17・25 土・日 8:30～17:00 関西秋季大会滋賀県支部予選【中学生・硬式野球】

多目的グラウンド　９月　利用予定
日 曜日 利用予定時間 事業・大会名等

4・11・22 日・日・木（祝） 9:00～17:00 高円宮杯U-18滋賀県リーグ【高校生・サッカー】
19 月（祝） 9:00～17:00 関西サンライズリーグ（中学生・サッカー）
24 土 9:00～17:00 高円宮杯U-15滋賀県大会【中学生・サッカー】

年間予約に供しない一般利用者のための確保日（12月分）のお知らせ 12月分利用申し込み締切日

野球場（市民スタジアム） 多目的グラウンド 甲賀市陸上競技場 締切日 ９月２９日（木）

１２月3日(土)・１8日(日) １２月3日(土)・18日(日) １２月18日(日) 抽選日 １０月４日（火）

水口スポーツの森へ行こう　9月の催し

みなくち子どもの森 催し案内

◦生きものウォッチング［バッタ］
　日時／９月１１日（日）10時〜11時
◦�しぜんさんぽ(自然散歩)
　日時／９月24日（土）14時〜15時
　

　場所／みなくち子どもの森
　対象／［しぜんさんぽ］は幼児から大人
まで。その他は小学1年生以上から
大人向け

　参加費／［しぜんさんぽ］は無料。［生き
ものウォッチング］は50円

　申込／事前申込不要

９月のイベント

問  みなくち子どもの森自然館　☎ 63-6712 ／ 63-0466

陸上競技場　９月　利用予定
日 曜日 利用予定時間 事業・大会名等

10 土 9:00～19:00
JFLリーグ戦　Mi-Oびわこ滋賀 VS 東京武蔵野シティFC
入場料　一般　１，０００円　小・中・高校生　５００円
キックオフ　１５：００

11 日 9:00～17:00 関西サッカーリーグ　１部　ルネス学園 VS 阪南大クラブ
入場料　無料　　キックオフ　１４：００

24 土 9:00～19:00
JFLリーグ戦　Mi-Oびわこ滋賀 VS ソニー仙台FC
入場料　一般　１，０００円　小・中・高校生　５００円
キックオフ　１５：００

２０１７年版県民手帳予約受付中！
　県民手帳の２０１７年版の予約を
受け付けています。使いやすい日
記欄、最新の滋賀県の統計資料、
官公庁一覧、暮らしの相談窓口な
ど盛りだくさんの内容がポケットに
入るコンパクトな一冊になっていま
す。（サイズ１３９㎜×８２㎜）
￥ １冊６００円（税込）
〆  ９月２６日（月）
※お届けは１１月上旬頃の予定です。
問  申  総務課� �
☎６５−０６６３／ ６３−４５６１

家建４０・２５㎡、見積価格２５９万円
  　売却区分２
  ◦土地　水口町春日字外輪、山林
１９７㎡、見積価格1０８万円

　 売却決定・代金納付日／場所� �
９月３０日（金）１１時／� �
甲賀市役所水口庁舎　滞納債権
対策課

※詳細は市ホームぺージをご覧く
ださい。公売日時までに中止す
る場合があります。

問  申  滞納債権対策課� �
☎６５‐０６８１／ ６３‐４５７４
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窓   口
だより
窓   口
だより

　

信
楽
町
多
羅
尾
に
あ
る
多
羅
尾
代
官
陣

屋
跡
は
、
広
大
な
敷
地
を
有
し
、
中
央
正

面
口
の
北
側
に
位
置
す
る
上
段
敷
地
に
は
、

代
官
所
の
主
要
建
物
や
庭
園
が
配
置
さ
れ
、

南
側
の
下
段
敷
地
に
は
蔵
屋
敷
が
設
け
ら
れ

た
と
伝
え
ら
れ
て
い
ま
す
。
し
か
し
、
木
々
に

埋
も
れ
た
状
態
で
あ
っ
た
た
め
、
長
い
間
非

公
開
で
し
た
。

　

平
成
24
年
度
の
市
史
跡
指
定
を
契
機
に
、

所
有
者
と
地
域
、
行
政
が
協
働
し
て
公
開
に

向
け
た
取
組
み
を
進
め
る
こ
と
と
な
り
ま
し

た
。
そ
し
て
２
年
前
か
ら
不
要
な
樹
木
を
伐

採
し
、
本
来
の
代
官
陣
屋
の
姿
を
取
り
戻
す

と
と
も
に
、
史
跡
内
を
見
学
で
き
る
よ
う
説

明
板
な
ど
を
設
け
、
昨
秋
か
ら
期
間
を
定
め

て
の
一
般
公
開
が
始
ま
り
ま
し
た
。

　

ま
た
、
地
域
活
性
化
や
観
光
振
興
を
目

的
に
、
今
秋
か
ら
多
羅
尾
家
に
ゆ
か
り
の
あ

る
牡
丹
を
育
て
、
史
跡
の
新
し
い
魅
力
づ
く

り
の
取
組
み
が
地
域
で
始
ま
り
ま
す
。

　

さ
ら
に
10
月
か
ら
は
、『
信
楽
ま
ち
な
か
芸

術
祭
』
や
、
信
楽
高
原
鐵
道
と
地
域
が
協

力
し
た
見
学
ツ
ア
ー
も
企
画
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

昨
年
か
ら
は
じ
ま
っ
た
一
般
公
開
の
取
り

組
み
が
、
今
年
は
さ
ら
に
活
動
が
広
が
っ
て
い

ま
す
。

　

今
回
の
秋
季
公
開
で
は
、
初
め
て
の
方
は

も
ち
ろ
ん
、
リ
ピ
ー
タ
ー
の
方
に
も
多
羅
尾

代
官
陣
屋
跡
の
新
た
な
姿
を
楽
し
ん
で
い
た

だ
け
る
こ
と
で
し
ょ
う
。

　

ぜ
ひ
、
秋
の
多
羅
尾
に
出
掛
け
て
み
て
は
い

か
が
で
し
ょ
う
か
。

■
多
羅
尾
代
官
陣
屋
跡

　

秋
季
一
般
公
開
期
間

　

10
月
１
日（
土
）～
11
月
30
日（
水
）

■�

第
３
回
信
楽
ま
ち
な
か
芸
術
祭�

�

「
多
羅
尾
代
官
陣
屋
跡
プ
ロ
ジェク
ト
」�

�

講
演
会
・
案
内
ツ
ア
ー　

10
月
15
日（
土
）

■�

信
楽
高
原
鐵
道�

�

「
多
羅
尾
温
泉
ハ
イ
キ
ン
グ
～
多
羅
尾
代
官

陣
屋
跡
を
訪
ね
る
～
」11
月
13
日（
日
）

▲昨年の秋季公開の様子

「広報あいこうか」が
ホームページでもご覧いただけます

甲賀市ホームページ		 http://www.city.koka.lg.jp/
甲賀市facebook ページ	 http://www.facebook.com/city.koka

Facebook市HP

編集・発行 甲賀市役所　〒528-8502 甲賀市水口町水口6053番地　☎0748-65-0650／ 0748-63-4554
業務時間／8時30分〜17時15分（窓口延長日を除く）

甲
賀
消
防
か
ら
の

お
し
ら
せ

火災 救急 救助 その他
甲賀市 38 2,006 45 131
前年比 ＋1 ▲30 ＋6 ＋33

平成28年甲賀消防管内における各種災害の発生件数� （７月末現在）

『
住
宅
防
火
・
防
災
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
』

　

住
宅
火
災
に
お
け
る
死
者
（
放
火
自
殺

者
等
を
除
く
）
の
う
ち
65
歳
以
上
の
高
齢

者
が
約
７
割
を
占
め
て
い
ま
す
。
近
年
の
高

齢
化
の
進
展
と
と
も
に
、
こ
の
割
合
の
さ
ら

な
る
増
加
が
懸
念
さ
れ
て
い
ま
す
。

　
住
宅
火
災
に
よ
る
死
者
を
減
ら
す
た
め
に

は
、
逃
げ
遅
れ
を
防
ぐ
住
宅
用
火
災
警
報

器
等
の
普
及
と
合
わ
せ
、
高
齢
者
の
身
体

的
状
況
を
考
慮
し
、
火
災
の
発
生
及
び
延

焼
を
防
止
す
る
環
境
づ
く
り
が
必
要
と
な
っ

て
き
ま
す
。

　

毎
年
９
月
の
第
３
月
曜
日
は
、
長
年
に
わ

た
り
社
会
に
貢
献
し
て
き
た
高
齢
者
を
敬
い
、

長
寿
を
祝
う
日
と
し
て
「
敬
老
の
日
」
が
制

定
さ
れ
て
い
ま
す
。
消
防
庁
で
は
、
住
宅
火

災
か
ら
高
齢
者
を
守
る
た
め
、「
敬
老
の
日
」

に
お
子
さ
ん
や
お
孫
さ
ん
か
ら
高
齢
者
へ
住

宅
用
火
災
警
報
器
や
住
宅
用
消
火
器
、ま
た
、

防
炎
品
を
プ
レ
ゼ
ン
ト
す
る
こ
と
を
呼
び
か

け
、
設
置
さ
れ
て
い
る
住
宅
用
火
災
警
報
器

の
点
検
を
代
行
す
る
こ
と
な
ど
を
推
進
す
る

「
住
宅
防
火
・
防
災
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
」
を
平
成

24
年
か
ら
展
開
し
て
い
ま
す
。

　
皆
さ
ん
も
、
今
年
は
、
家
族
や
地
域
ぐ
る

み
で
住
宅
防
火
対
策
に
つ
い
て
考
え
る
「
敬

老
の
日
」
に
し
て
み
て
は
い
か
が
で
し
ょ
う

か
？

甲
賀
町

75

87

95

92

61

85

72

88

83

長 野

神 山

長 野

長 野

黄 瀬

神 山

下 朝 宮

長 野

江 田

杉　本　幹　夫
髙　原　　　馨
谷　　　吉　夫
今　井　マサ子
大　西　　　薫
神　山　一　男
服　部　好　江
大　覀　義　雄
平　尾　守　雄

お悔やみ（７月1日～ 31日届出分） 届け出順（敬称略）※希望者のみ掲載しています。

水
口
町

山　﨑　静　子
森　下　光　敏
伏　木　誠　一
冨　田　直　寛
小　嵜　　　幸
久　我　恭　子
奥　村　幸　一
大　形　ふみ子
鎌　田　美津子
種　村　敏　信
谷　　　シカノ
畑　野　敏　子

前　田　トシヱ
小　倉　ひさゑ
橋　本　 　が

葊　田　作　子
吉　川　　　照
澤　　　か　ず
大川原　　　實
谷　　　みゆき
安　田　さ　ち

石　城　えつ子
森　嶋　善　一
岡　田　榮之助
児　玉　すゑの
河　合　て　る
　田　喜　久
福　原　正　和

93

78

61

69

77

88

90

93

85

73

82

91

95

96

96

84

87

91

90

71

94

64

87

96

95

94

94

82

西 林 口

高 塚

水 口

虫 生 野

秋 葉

松 栄

和 野

春 日

北 泉

三 大 寺

下 山

元 町

頓 宮

鮎 河

頓 宮

相 模

上 野

上 野

大 原 中

五 反 田

大 原 中

耕 心

寺 庄

深 川

寺 庄

杉 谷

寺 庄

深川市場
土
山
町

信
楽
町

甲
南
町

－名前－ －名前－ －名前－－年齢－ －年齢－ －年齢－－住所－ －住所－ －住所－

市
史
跡
多
羅
尾
代
官

陣
屋
跡
の
秋
季
公
開

  

甲
賀
の
文
化
財

多
羅
尾
地
域
市
民
セ
ン
タ
ー

☎
８
５‐０
０
０
１
／

７
０‐０
０
３
０

問
い
合
わ
せ

甲
賀
広
域
行
政
組
合
消
防
本
部　
予
防
課

☎
６
３‐７
９
３
０
／

６
３‐７
９
４
０

組
合
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ　

http://w
w
w
.koka-koiki.jp

問
い
合
わ
せ

　
甲
賀
市
史
が
い
よ
い
よ
完
結
。
第
８
巻
「
甲
賀
市
事
典
」
を
刊
行
し
ま
す
。
甲
賀
市
の
知

り
た
い
歴
史
情
報
が
満
載
の
一
冊
！
ぜ
ひ
お
手
元
に
お
備
え
く
だ
さ
い
。

【
地
域
編
】
大
字
単
位
で
み
る
地
域
の
歴
史
や
文
化
遺
産
。

【
事
項
編
】
甲
賀
の
特
色
あ
る
歴
史
・
文
化
・
人
物
・
自
然
な
ど
。

【
便
覧
・
年
表
編
】
行
政
区
画
の
変
遷
、
歴
代
表
、
総
年
表
な
ど
の
情
報
一
覧
。

甲
賀
市
史
第
８
巻 「
甲
賀
市
事
典
」

平
成
28
年
12
月
刊
行　
予
約
申
込
受
付
中

第８巻の内容

歴史文化財課　市史編さん室（甲賀市役所甲南庁舎3階）
☎８６‐８０７５／ ８６‐８２１６　koka３０１０９０００@city.koka.lg.jp

問い合わせ・申し込み

○本の体裁　Ｂ５判・上製本・箱入り・本文約560ページ
○販売価格　1冊3,500円　　○予約価格　1冊3,400円
○予約期間　10月31日（月）まで
○申込方法　市史編さん室へ直接または電話・FAX・Eメールでお申し込みください。� �
水口歴史民俗資料館・土山歴史民俗資料館・かふか生涯学習館・信楽中央公民館の各
窓口でもお申し込みいただけます。（休館日にご注意ください。）

※全巻予約済みの方は今回の予約は不要です。
＊市史の詳細は市ホームページトップの［甲賀市史］のバナーからもご覧いただけます。
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甲賀市の人口の推移

総数 91,873 （－76）人

男 45,681 （－35）人

女 46,192 （－41）人

世帯数 34,485 （－9）世帯

H28.7.31 現在　（ ）内は前月比

９月の延長窓口は
６日、１３日、２０日、２７日です。
　毎週火曜日は市民課および旧支所である土山、甲賀大原、
甲南第一、信楽地域市民センターで、戸籍・住民票・税関
係などの証明書発行等を夜の７時まで延長しています。

※�ただし、延長窓口ではお受けできない業務があります
ので、対応できる内容については下記までお問い合わ
せください。

問い合わせ　市民課　戸籍住民係
	   ☎ 65‐0683 65‐6338

自
然
保
護
の
た
め
、
こ
の
広
報
紙
は
再
生
紙
お
よ
び

石
油
系
成
分
の
少
な
い
植
物
油
性
イ
ン
キ
を
使
用

し
て
い
ま
す
。

広
報
 あ
い
こ
う
か

9
月1日

号
 【
N
o.269】 2016.9.1 発

行

問い合わせ　広報課　☎65‐0675／ 63‐4619

こ
う
か
ギ
ャ
ラ
リ
ー

こ
の
コ
ー
ナ
ー
で
は
、
市
内
の
保
育
園
・
幼
稚
園
・
小
中
学
校

の
児
童
や
生
徒
が
描
い
た
絵
を
順
次
紹
介
し
て
い
き
ま
す
。

このコーナーでは、
セーフコミュニティに取り組む
市内の団体・企業を紹介していきます。

セーフ
コミュニティこうか

おばけめいろのかんばん
甲賀北保育園５歳児　ぱんだぐみ

私のお気に入りの 
シャツを描く

水口中学校１年　宮
み や

生
お

涼
りょう

汰
た

さん

住んでみたい 
不思議な建物
油日小学校６年　辻

つ じ

瑚
こ

遥
は る

さん

■
手
作
り
起
震
台
で
体
感

　
地
震
の
揺
れ
だ
け
で
な
く
家
具
等
が
実

際
に
倒
れ
て
く
る
怖
さ
を
体
感
し
て
も
ら

お
う
と
、
区
内
で
組
織
す
る
自
主
防
災
推

進
委
員
会
が
、
人
力
で
揺
れ
を
再
現
す
る

手
作
り
起
震
台
を
製
作
し
ま
し
た
。

　

防
災
に
関
す
る
地
域
の
ア
ン
ケ
ー
ト

で
、
家
具
の
転
倒
防
止
対
策
は
「
必
要
性

は
感
じ
る
が
施
し
て
い
な
い
」
が
６
割
近

く
に
達
し
て
い
た
こ
と
か
ら
、
起
震
台
を

使
い
、
家
具
の
転
倒
防
止
対
策
が
で
き
て

い
る
場
合
と
で
き
て
い
な
い
場
合
の
様
子

を
区
民
の
方
に
見
て
も
ら
い
、
対
策
の
必

要
性
を
訴
え
ま
し
た
。

■
声
か
け
か
ら
広
が
る
防
災
の
輪

　
私
た
ち
の
区
で
は
、
防
災
推
進
委
員
や

女
性
防
火
ク
ラ
ブ
が
中
心
と
な
り
起
震
台

を
製
作
す
る
な
ど
、
受
け
身
で
な
く
自
ら

が
率
先
し
て
や
る
こ
と
で
区
民
の
方
に
防

災
の
大
切
さ
が
伝
わ
る
活
動
を
し
て
い
ま

す
。
震
災
等
は
日
々
起
こ
る
こ
と
で
は
な

い
た
め
、
防
災
に
対
す
る
意
識
が
す
ぐ
に

向
上
す
る
こ
と
は
難
し
い
と
思
い
ま
す
。

一
堂
に
集
め
て
呼
び
か
け
る
よ
り
も
各
戸

を
訪
問
し
て
声
を
か
け
、
災
害
へ
の
備
え

が
広
が
る
よ
う
地
道
に
防
災
の
輪
を
広
げ

て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

　セーフコミュニティ災害対策委員会のモデル地区である甲賀町の大久保区で、
家具転倒防止の対策や防災意識の向上につながる取り組みについて伺いました。

No.12

甲賀町大久保区

お話を伺った中島さん（右）と大原さん（左）

手作り起震台で転倒および防止実験


